
CO2削減

系統側の課題

電力輸送の

高効率化

系統の安定化

／系統電源と

再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ

の協調

需要家側の課題

需要家側の

エネルギー管理

●送電ロスの低減

・超電導線材、超電導機器（電力貯蔵装置、SMES、変圧器等）の開発
・SiC（ｼﾘｺﾝｶｰﾊﾞｲﾄ）など新たなパワーエレクトロニクス機器の開発

●運輸部門の電化拡大

・電気自動車の高性能化（走行距離）、充電インフラの高性能化

●ヒートポンプ・蓄熱システムの高効率化

・効率向上、寒冷地対応機器の開発、蒸気製造技術の開発

●省エネ型機器の開発

・次世代高効率照明、省エネ型情報機器・システムの開発

●燃料電池技術の開発（再掲）

●エネルギー管理システムの高度化

・需要家サイドのエネルギーマネージメント、スマートメータ技術の確立

社会的要請

安定供給

確保

低炭素化に向けた電力分野の技術

発電側の課題

発電効率の向上

CO2の

分離・回収・貯留

エネルギー源の多様

化／再生可能エネル

ギーの推進・拡大

●CCS技術の開発
・FSを通した可能性評価・CO2回収・貯留技術の構築

●クリーンコールテクノロジーの開発

・石炭火力の効率向上を目指した石炭ガス化（IGCC,IGFC）、次世代超々
臨界圧発電（A―USC）技術の開発

●高効率ガスタービンの開発

・LNG火力の効率向上を目指した高温（1700℃級）燃焼技術の開発
●燃料電池技術の開発

・燃料電池の高効率化・低コスト化やコジェネレーション技術の開発

●原子力発電の推進

・原子力安全確保技術の開発、原子燃料サイクル技術の確立

・高速増殖炉、中小型炉、次世代軽水炉に関する技術開発

●太陽光発電の確立

・革新型太陽光発電技術の開発

・メガソーラー発電技術の確立

・家庭用太陽光発電システムの低コスト化、長寿命化

●風力発電技術の確立

・低騒音化、洋上風力など開発領域拡大に関する研究の実施

●バイオマス発電の推進

・間伐材や建設廃棄物を利用した木質バイオマス発電の推進（専焼,混焼
技術の確立）、汚泥や糞尿などを活用したバイオマス発電の多様化

●地熱発電／水力発電の適用領域の拡大

・低温地熱の有効活用（バイナリー発電などによる適用領域の拡大）

・未利用水力の活用（低落差・小流量水車の開発、低コスト化）

個別の技術課題

需要サイドの省エネ

●需給バランスの確保

・各種電池の大容量化・長寿命化、電力貯蔵システムの最適化

●協調制御に向けた技術開発（対策コストの低減）

・系統電源と風力・PVなどの再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ電源と蓄電池が協調した
電力供給を指向した日本型先進スマートグリッド技術の開発

・これらを実現するためのIT技術、高速通信技術など基礎技術の高度化
・高信頼化

●需給運用手法の高度化

・自然エネルギー電源の出力把握・予測技術の開発

●電圧の適正化

・SVC、SVRなどを用いた電圧安定化手法の確立
●周波数の安定化

・自然エネルギー（太陽光・風力）の平滑化効果の分析

●電源脱落の防止／保安の確保

・一斉脱落防止手法の検討（Fault Ride Through要件整備など）
・過渡安定度解析、潮流予測、リアルタイム監視・制御など安定化制御

手法の高度化

・系統事故時に確実に運転停止できる単独運転防止装置の開発

●上記の課題は、長期的視点から着実に取り組んでいくことが重要。

●特に、低炭素電力供給システムの共通基盤である系統技術については、再生可能エネルギーの大量導入が見込まれる

中で、十分な技術基盤が確保されることが必要。

●このための課題を体系的に整理するとともに、必要な技術開発が着実に進められるようプラン作りが必要ではないか。

資料５


